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るような形で、 PSI(Pervasive System for Indoor-GIS) とし Eうコンポーネント・ベースのソフトウエア・フレー
ムワークを開発したことは、本研究の特筆すべき成果である。また、ユピキタス・ジグソ一法の基礎的検証
として、協調の発生要件となる基礎的仮説を提示し、それに基づいたゲーミングを実施することで、仮説要
件のうちの 1つである「内外接続性制限jによる協力関係の出現と、その心理的要因を明らかにしている。
その結果、!日来のジグソー学級の強制的協力関係とは異なる、ユピキタス環境下での協力関係の質的相違に
ついて、実践を通じて明らかにしたことは注目に値する。
しかしながら、ソフトウェアフレームワークの実装は、外部要因により最終検証の段階まで、は歪っていな
い。またコラボレーションの基礎的仮説の検証も、少人数のゲーミングによる質的分析を用いた内外接続性
の確認に留まっており、更なる実験は今後の課題である。このように一部に限界は指檎されるものの、本論
文において、ユビキタス環境の急速な進展に伴う人々の協調関係の変化を明らかにし、その中で新たな協調
学習の必要性と、その手法としてのユビキタス・ジグソ一法の提案と実装、そして基礎的仮説の検証を行っ
たことは、博士(システムズ・マネジメント)の学位を授与するに充分と判断する。
よって、著者は、博士(システムズ・マネジメント)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
240 
